
　
2025年12月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2025年５月15日

上場会社名 株式会社メンタルヘルステクノロジーズ 上場取引所  東

コード番号 9218 ＵＲＬ  https://mh-tec.co.jp

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）刀禰  真之介

問合せ先責任者 （役職名）取締役コーポレート本部部長 （氏名）樋口　晴将 ＴＥＬ   03（6277）6595

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 1,452 67.1 128 － 119 － 70 －

2024年12月期第１四半期 869 25.7 △237 － △274 － △286 －

（注）包括利益 2025年12月期第１四半期 70百万円（－％） 2024年12月期第１四半期 △286百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第１四半期 6.77 6.62

2024年12月期第１四半期 △28.31 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 4,588 1,370 25.6

2024年12月期 4,625 1,294 23.7

（参考）自己資本 2025年12月期第１四半期 1,172百万円 2024年12月期 1,096百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年12月期 －

2025年12月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計）
3,242～

3,252

42.5～

42.9
344～360 － 321～337 － 211～221 － 20.36～21.35

通期
7,189～

7,265

40.0～

41.5

900～

1,000

720.5～

811.7
859～959 － 580～647 － 55.96～62.42

１．2025年12月期第１四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年３月31日現在の発行済

株式数（自己株式数を除く）を使用しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期１Ｑ 10,369,300株 2024年12月期 10,329,300株

②  期末自己株式数 2025年12月期１Ｑ 64株 2024年12月期 64株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期１Ｑ 10,344,347株 2024年12月期１Ｑ 10,107,236株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、　除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明内容の入手方法）

当社の決算補足説明資料につきましては、2025年５月15日（水）に当社ウェブサイトへ掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、インバウンド需要の好調さはあるものの、食料品等の物

価上昇による家計の節約志向や、金利・原材料価格上昇で企業の業績が低迷していることなどから下振れ傾向

が続いております。加えて、トランプ米大統領による高関税政策の影響で、先行き不透明感が増している状況

です。その一方、人材獲得のため企業における人的資本への関心は高まっており、産業保健事業の事業環境は

好転してきております。

こうした状況の中、当社グループでは、2024年12月期に策定した、2027年12月期において連結売上高100億

円、営業利益20-25億円を達成目標とする「中期経営計画ＭＨＴ100/20-25」の実現に向けた施策を取って参り

ました。

当第１四半期連結累計期間においては、前連結会計年度に連結子会社化した株式会社タスクフォースと株式

会社みらい産業医事務所の当社グループ内における連携を強めて参りました。また、産業保健事業のKPIでもあ

る産業保健クラウドの契約者数及び契約単価向上に注力いたしました。

また、前連結会計年度は株式会社タスクフォース買収関連の経費及びのれんの償却費、及び2022年５月に付

与した第11回新株予約権の株式報酬費用を計上したため赤字となりましたが、当第１連結累計期間においては

本来のストック型収益構造に回帰し、黒字化いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,452,535千円（前年同四半期比67.1％増）、営

業利益128,904千円（前年同四半期は営業損失237,141千円）、経常利益119,066千円（前年同四半期は経常損失

274,421千円）、親会社株主に帰属する四半期純利益70,056千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期

純損失286,154千円）となりました。

セグメント毎の経営成績は以下のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より当社グループ内の経営管理区分の見直しに伴い、従来「メディカルキ

ャリア支援事業」、「デジタルマーケティング事業」としていた報告セグメントを「その他」に統合してお

り、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後の報告区分に組み替えた数値で比較分

析しております。

a.メンタルヘルスソリューション事業

当第１四半期連結累計期間におけるメンタルヘルスソリューション事業においては、2022年12月に連結子

会社化した株式会社明照会労働衛生コンサルタント事務所及び提携先企業との連携強化、大手企業向けのコ

ンサルティング提案営業や既存顧客へのサービス追加による増額提案活動の推進などにより、着実に契約件

数・売上高を伸ばしております。2022年９月に設立した株式会社ヘルスケアＤＸによるメンタルクリニック

支援もサービス内容を拡充しつつあります。また、2024年12月に連結子会社化した株式会社みらい産業医事

務所の売上も当第１四半期連結累計期間より計上しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間におけるメンタルヘルスソリューション事業の経営成績は、売上高

707,751千円（前年同四半期比16.9％増）、セグメント利益202,490千円（同22.1％増）となりました。

ｂ.メディカルワークシフト事業

2024年12月期に連結子会社化した株式会社タスクフォースの看護助手人材サービスである「メディカルワ

ークシフト事業」では、既存案件によって堅実に売上を積み上げている一方、看護助手等の人材確保のため

広告宣伝費等の採用関連費用及び業務効率化のための先行投資費用が増加しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間におけるメディカルワークシフト事業の経営成績は、売上高

710,242千円、セグメント利益67,058千円となりました。

なお、当事業を開始したのは2024年３月１日であり、前期比較が困難なため、前年同期比較は記載してお

りません。

ｃ.その他の事業

当第１四半期連結会計期間より当社グループ内の経営管理区分の見直しに伴い、従来「メディカルキャリ

ア支援事業」「デジタルマーケティング事業」としていた報告セグメントを「その他」に統合いたしまし

た。

その他事業において、メディカルキャリア支援事業では、紹介先医療機関の開拓に注力し売上回復を図り

ました。また、デジタルマーケティング事業では前連結会計年度に引き続き、受注制作に関して既存顧客の

保守案件を安定的に受注する一方、グループ企業向けのマーケティングに事業部内のリソースを集中して参

りました。
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この結果、当第１四半期連結累計期間におけるその他事業の経営成績は、売上高34,542千円（前年同四半

期比11.4％増）、セグメント利益3,380千円（前年同四半期はセグメント損失1,757千円）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ37,027千円減少し、4,588,621千

円となりました。これは主に、のれんが24,278千円減少し1,831,651千円となったこと、及び顧客関連資産が

9,757千円減少し658,744千円となったことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ112,081千円減少し、3,218,611

千円となりました。これは主に、長期借入金が98,801千円減少し2,098,584千円となったこと、及び未払金が

41,405千円減少し300,894千円となったことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ75,054千円増加し、1,370,010

千円となりました。これは主に利益剰余金が70,056千円増加したこと、及び新株予約権の行使により資本金、

資本剰余金がそれぞれ3,000千円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期の連結業績予想については、2025年２月14日の「2024年12月期　決算短信」において公表して

おります第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,116,537 1,031,275

売掛金 640,848 672,101

仕掛品 － 2

貯蔵品 3,780 3,677

未収入金 5,912 11,572

未収還付法人税等 13,297 12,293

前払費用 26,533 27,407

その他 6,115 7,757

貸倒引当金 △4,049 △4,339

流動資産合計 1,808,977 1,761,748

固定資産

有形固定資産

建物 70,286 78,896

減価償却累計額 △9,614 △10,202

建物（純額） 60,671 68,693

工具、器具及び備品 26,437 26,836

減価償却累計額 △16,701 △13,998

工具、器具及び備品（純額） 9,736 12,838

有形固定資産合計 70,408 81,532

無形固定資産

のれん 1,855,930 1,831,651

顧客関連資産 668,502 658,744

ソフトウエア 79,476 78,276

ソフトウエア仮勘定 21,368 39,677

無形固定資産合計 2,625,276 2,608,350

投資その他の資産

投資有価証券 10,026 10,026

出資金 131 131

長期前払費用 3,433 7,664

長期貸付金 30,017 28,091

差入保証金 38,725 56,471

繰延税金資産 38,653 34,606

投資その他の資産合計 120,987 136,990

固定資産合計 2,816,671 2,826,873

資産合計 4,625,649 4,588,621

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 130,594 128,894

１年内返済予定の長期借入金 371,428 369,856

未払金 342,300 300,894

未払法人税等 30,418 45,281

未払消費税等 63,179 96,606

契約負債 11,683 12,497

預り金 25,528 6,527

返金負債 140 262

賞与引当金 600 －

流動負債合計 975,873 960,819

固定負債

長期借入金 2,197,385 2,098,584

繰延税金負債 157,434 159,207

固定負債合計 2,354,819 2,257,791

負債合計 3,330,692 3,218,611

純資産の部

株主資本

資本金 545,919 548,919

資本剰余金 536,999 539,999

利益剰余金 13,652 83,708

自己株式 △78 △78

株主資本合計 1,096,493 1,172,549

新株予約権 198,463 197,461

純資産合計 1,294,956 1,370,010

負債純資産合計 4,625,649 4,588,621
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

　　至　2024年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

　　至　2025年３月31日）

売上高 869,359 1,452,535

売上原価 503,414 938,047

売上総利益 365,944 514,488

販売費及び一般管理費 603,086 385,584

営業利益又は営業損失（△） △237,141 128,904

営業外収益

受取利息 4 464

受取配当金 － 5

雑収入 70 4

営業外収益合計 74 474

営業外費用

支払利息 5,346 10,299

新株予約権発行費 7 8

支払手数料 22,000 －

寄付金 10,000 －

雑損失 － 5

営業外費用合計 37,354 10,312

経常利益又は経常損失（△） △274,421 119,066

特別利益

新株予約権戻入益 3 1,002

特別利益合計 3 1,002

特別損失

固定資産除却損 － 138

特別損失合計 － 138

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△274,418 119,929

法人税、住民税及び事業税 7,304 44,053

法人税等調整額 4,432 5,819

法人税等合計 11,736 49,873

四半期純利益又は四半期純損失（△） △286,154 70,056

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△286,154 70,056

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

　　至　2024年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

　　至　2025年３月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△） △286,154 70,056

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 △286,154 70,056

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △286,154 70,056

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

(法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(２)ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額

(注）２

メンタルヘ
ルスソリュ
ーション事

業

メディカル
ワークシフ

ト事業
その他 計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
605,279 233,060 31,018 869,359 － 869,359

外部顧客への売上高 605,279 233,060 31,018 869,359 － 869,359

セグメント間の内部

売上高又は振替高
150 － 13,009 13,159 △13,159 －

計 605,429 233,060 44,027 882,518 △13,159 869,359

セグメント利益又はセ

グメント損失（△）
165,846 25,641 △1,757 189,730 △426,872 △237,141

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年１月１日 至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△426,872千円は、各報告セグメントに配分していな
い全社費用で、提出会社の一般管理費等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま
す。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

　前第１四半期連結会計期間において、株式会社タスクフォースを連結の範囲に加えたことに伴い、同社

の看護補助者人材サービスを新たなセグメント「メディカルワークシフト事業」として設定しておりま

す。

（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

　従来、提出会社のグループ会社に対する経営指導料を、報告セグメントの各グループ会社の営業費用と

して計上しておりましたが、報告セグメントごとの業績をより適正に評価するため、前第１四半期連結会

計期間より調整額として全社費用に含める方法に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、上記変更後の計算方法よって作成したものを開

示しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額

(注）２

メンタルヘ
ルスソリュ
ーション事

業

メディカル
ワークシフ

ト事業
その他 計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
707,751 710,242 34,542 1,452,535 － 1,452,535

外部顧客への売上高 707,751 710,242 34,542 1,452,535 － 1,452,535

セグメント間の内部

売上高又は振替高
350 － 10,974 11,324 △11,324 －

計 708,101 710,242 45,516 1,463,860 △11,324 1,452,535

セグメント利益 202,490 67,058 3,380 272,929 △144,024 128,904

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　前第１四半期連結会計期間において、株式会社タスクフォースの全株式を取得し子会社化したため、連

結の範囲に含めております。これにより「メディカルワークシフト事業」において、のれんが1,624,608千

円発生しております。

　なお、のれんの金額は前連結会計年度において取得原価の配分が完了したため、暫定的な会計処理の確

定による見直し後の金額を用いております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年１月１日 至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△144,024千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、提出会社の
一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

　当第１四半期連結会計期間より当社グループ内の経営管理区分の見直しに伴い、従来「メディカルキャ

リア支援事業」、「デジタルマーケティング事業」としていた報告セグメントを「その他」に統合してお

ります。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告区分に基づき

作成したものを開示しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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前第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年３月31日）

減価償却費 6,358千円 9,724千円

のれんの償却額 9,105 24,278

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。
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